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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年７月号

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る 

運
動
強
調
月
間

∧
７
月
１
日
は
更
生
保
護
の
日
∨

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
の
ぼ
り
の
設
置

な
ど
の
広
報
活
動
や
施
設
収
容
者
な
ど
の

更
生
援
助
な
ど
を
目
的
に
更
生
保
護
女
性

会
が
行
う
「
愛
の
募
金
」
運
動
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

問　

市
民
活
動
振
興
室

市
公
園
墓
地
管
理
棟
の
利
用
停
止

　

10
月
１
日
～
11
月
30
日
は
、
耐
震
補
強

工
事
実
施
の
た
め
第
１
会
堂
な
ど
の
利
用

を
停
止
し
ま
す
。

問　

市
民
課
（
市
民
生
活
担
当
）

市

　
　政

監
査
委
員
の
選
任

　

監
査
委
員
の
坂
入
冨
士
雄
さ
ん
の
任
期

満
了
（
７
月
１
日
）
に
伴
い
、
新
た
に
九

鬼
康
夫
さ
ん
を
監
査
委
員
に
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
議
会
６
月
定
例
会
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
７
月
２
日
～
平
成
33
年
７
月

１
日
で
す
。

問　

人
事
室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の 

地
方
公
共
団
体
間
で
の
情
報
連
携
の

試
行
運
用

　

７
月
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
間
に
お
い

て
も
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る

情
報
連
携
が
試
行
的
に
運
用
さ
れ
ま
す
。

　

試
行
運
用
期
間
中
に
、
窓
口
な
ど
で
各

種
申
請
を
行
う
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
添
付
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
秋
頃
に
は
、
本
格
運
用
が
開

始
さ
れ
、
一
部
の
添
付
書
類
が
不
要
に
な

る
予
定
で
す
。

問　

企
画
政
策
課
又
は
情
報
化
推
進
課

市
役
所
日
曜
窓
口 

（
第
４
日
曜
日
）
７
月
は
23
日

∧
業
務
実
施
窓
口
∨

　

市
民
課
、
保
険
事
業
室
、
納
税
課
で
す
。

※
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

各
担
当
課
又
は
企
画
政
策
課

く
ら
し
の
情
報

平
成
28
年
度
消
費
生
活
相
談
の
概
要

　

平
成
28
年
度
の
相
談
件
数
は
２
３
６
６
件

で
27
年
度
よ
り
１
４
１
件
減
少
し
ま
し
た
。

　

年
代
を
問
わ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

通
信
サ
ー
ビ
ス
や
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取

引
に
つ
い
て
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

前
年
ま
で
、
相
談
の
多
か
っ
た
健
康
食

品
の
定
期
購
入
や
送
り
付
け
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
対
す
る
訪
問
販
売
・

電
話
勧
誘
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
年
々
悪

質
・
巧
妙
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
還

付
金
詐
欺
」相
談
、被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
」
で
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
３
９
７
）

夏
休
み
親
子
消
費
生
活
講
座

▽
日
時
・
内
容
な
ど　

左
の
表
の
と
お
り

▽
場
所　

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

25
人
（
申
込
順
）

▽
参
加
費　

無
料

申
込
・
問　

７
月
３
日
（
月
）
か
ら
電
話

で
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２
８
・

０
４
２
８
）

せ
っ
け
ん
に
再
生
で
き
る 

食
用
油
の
回
収

　

７
月
28
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

※
業
務
用
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

問　
「
市
消
費
者
協
会
」・
前
田
（
☎
８
２

２
・
１
９
９
７
）

募
集
情
報

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」 

記
念
品
協
力
事
業
者
の
募
集

　
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」

の
寄
附
者
に
対
し
て
贈
呈
す
る
記
念
品
を
提

供
し
て
も
ら
え
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
記
念
品
の
要
件　

①
市
の
魅
力
を
体
感

で
き
、
懐
か
し
ん
で
も
ら
え
る
も
の
で
あ

り
、
地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
要
素

を
有
す
る
品
な
ど
②
市
内
で
、
生
産
・
製

造
・
加
工
・
販
売
又
は
サ
ー
ビ
ス
が
な
さ

れ
て
い
る
も
の
③
品
質
及
び
数
量
の
面

で
、
安
定
供
給
が
見
込
め
る
品
な
ど
④
飲

食
物
に
つ
い
て
は
、
寄
附
者
に
到
着
後
５

日
間
以
上
の
賞
味
（
消
費
）
期
限
が
保
証

さ
れ
る
品
⑤
食
品
衛
生
法
・
商
標
法
・
特

許
法
・
著
作
権
法
・
不
正
競
争
防
止
法
な

ど
関
係
法
規
を
遵
守
し
、
違
反
し
て
い
な

い
品
な
ど

▽
募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布
場
所　

企

画
政
策
課
、市
役
所
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
各
シ
テ
ィ
・

日　時 内　容 講　師

８月１日（火）
午後１時 30分

～３時

「手作り乾電池教室」
乾電池作りを通して、
電池の仕組みを学びま
す。色鉛筆・はさみを
持って来てください。

一般社団法人
電池工業会

８月３日（木）
午後１時
～４時 30分

施設見学
（大阪府高槻市東上牧
一丁目２番５号）

株式会社ニチレイ
フーズ関西工場
（冷凍食品工場）

夏休み親子消費生活講座

※�施設見学は、午後１時に市立消費生活センター集合（市
マイクロバスを使用）。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年７月号

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
企
画
政
策
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申
込
・
問　

申
込
書
類
一
式
を
直
接
、
郵

送
又
は
メ
ー
ル
で
８
月
３
日
（
木
）
＝
必

着
＝
に
企
画
政
策
課
（
〒
572
―
８
５
５
５

本
町
１
番
１
号
）

∧
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
制
度

事
業
者
向
け
説
明
会
∨

▽
日
時　

７
月
18
日
（
火
）
午
後
２
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階
第
一
会
議

室▽
内
容　

制
度
概
要
、
募
集
要
項
な
ど
の

説
明

▽
対
象　

申
し
込
み
を
検
討
又
は
予
定
し

て
い
る
事
業
者

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
を
７
月
14
日

（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
直
接
又
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
企
画
政
策
課
（
ＦＡＸ
８
２
５
・
０

７
６
１
）
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
」

パ
ッ
カ
ー
車
車
体
広
告
の 

掲
載
募
集

　

車
体
を
利
用
し
た
広
告
掲
載
を
募
集
し

ま
す
。
企
業
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
募
集
台
数　

パ
ッ
カ
ー
車
15
台

▽
掲
載
場
所　

車
両
側
面
２
面

▽
掲
載
期
間　

１
か
月
単
位
（
最
長
当
該

年
度
末
ま
で
）

▽
掲
載
料　

１
台
当
た
り
月
額
８
０
０
０

円※
掲
載
基
準
・
応
募
資
格
な
ど
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
総
務
課
」
を
見
て
く
だ

さ
い
。

問　

環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
）

み
ん
な
の
ま
ち
基
本
条
例 

検
証
委
員
会
委
員
を
募
集

　
「
市
み
ん
な
の
ま
ち
基
本
条
例
」
は
、
市

民
参
画
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理
念
と

原
則
を
明
ら
か
に
し
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

仕
組
み
や
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

前
回
検
証
を
行
っ
た
平
成
24
年
度
か
ら

５
年
が
経
過
し
た
た
め
、
規
定
に
よ
り
条

例
の
検
証
を
行
う
に
当
た
り
、
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

▽
任
期　

９
月
～
平
成
30
年
３
月（
予
定
）

▽
対
象　

現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
又
は
市
内
で
活
動
す

る
18
歳
以
上
で
、５
回
程
度
（
平
日
の
昼
間
）

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
３
人

※
そ
の
ほ
か
の
要
件
は
、
応
募
用
紙
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
報
酬　

出
席
１
回
９
０
０
０
円

▽
選
考
方
法　

小
論
文
及
び
面
接

▽
小
論
文
の
テ
ー
マ　
「
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
行
政
と
市
民
の

役
割
に
つ
い
て
」
１
２
０
０
字
以
内

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
（
応
募
用
紙
・

小
論
文
）
を
７
月
24
日
（
月
）
＝
必
着
＝

ま
で
に
直
接
又
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
企
画
政

策
課
（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
、

ＦＡＸ
８
２
５
・
０
７
６
１
）

※
①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
電
子
申
請
シ
ス
テ

ム
」
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
②
所
定
の
用

紙
は
企
画
政
策
課
、
市
役
所
市
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に

あ
り
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
企
画
政
策

課
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

緑
の
基
本
計
画
審
議
会
の 

委
員
を
募
集

　

平
成
13
年
に
策
定
し
た
緑
の
基
本
計
画

の
改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
長
期
未
整
備
の

都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
在
り
方
、
今
後

の
緑
の
施
策
の
検
討
を
行
う
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
率
直
な
意
見
や
考

え
方
を
聴
く
た
め
、
審
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
任
期　

委
嘱
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
３

１
日
ま
で

▽
対
象　

現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
又
は
市
内
で
活
動
す

る
18
歳
以
上
で
、
年
３
回
程
度
（
平
日
の

昼
間
）
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
２
人

※
そ
の
ほ
か
の
要
件
は
、
応
募
用
紙
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
報
酬　

出
席
１
回
９
０
０
０
円

▽
選
考
方
法　

小
論
文
及
び
面
接

▽
小
論
文
の
テ
ー
マ　
「
今
後
の
緑
の
在

り
方
に
つ
い
て
私
は
こ
う
考
え
る
」、
４

０
０
字
～
８
０
０
字
程
度
、
様
式
は
自
由

応
募
・
問　

小
論
文
と
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
た

も
の
を
７
月
14
日
（
金
）=

必
着
＝
ま
で

に
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
水
・
み
ど
り
室（
〒

572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
、
ＦＡＸ
８
２

５
・
２
６
３
３
）

産
業
振
興
に
関
す
る 

連
絡
調
整
会
議
会
員
を
募
集

　

産
業
振
興
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
す
る
連
絡
調
整
会
議
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期　

８
月
～
平
成
31
年
７
月

▽
対
象　

現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
、
市
内
在
住・

在
職
・
在
学
の
20
歳
以
上
で
、
年
２
回
程
度

（
平
日
の
昼
間
）
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

２
人

※
そ
の
ほ
か
の
要
件
は
、
応
募
用
紙
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
小
論
文
の
テ
ー
マ　
「
産
業
振
興
に
関

す
る
私
の
考
え
」４
０
０
字
～
８
０
０
字
、

様
式
は
自
由

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
（
応
募
用
紙
、

小
論
文
）
を
７
月
18
日
（
火
）
＝
消
印
有

効
＝
ま
で
に
直
接
又
は
郵
送
で
産
業
振
興

室
（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

パッカー車



17

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年７月号

※
応
募
用
紙
は
産
業
振
興
室
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
産
業
振
興
室
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
を
募
集

▽
任
期　

９
月
１
日
～
平
成
31
年
８
月
31
日

▽
対
象　

現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
、
市
内
在
住・

在
職
・
在
学
の
20
歳
以
上
で
、
年
に
４
回
程

度
の
平
日
の
審
議
会
に
出
席
で
き
る
人
２
人

※
そ
の
ほ
か
の
要
件
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽
報
酬　

出
席
１
回
９
０
０
０
円

▽
選
考
方
法　

小
論
文
及
び
面
接

▽
小
論
文
の
テ
ー
マ　
「
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
へ
の
私
の
思
い
、
期
待
、
抱
負
」、

４
０
０
字
～
８
０
０
字
、
様
式
は
自
由

応
募
・
問　

小
論
文
と
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て

７
月
15
日
（
土
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
直
接

又
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
人
権
文
化
課
（
〒

572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
、
ＦＡＸ
８
２

５
・
２
６
３
８
）

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
を
募
集

　

市
・
市
民
・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
基
本
に
、
安

全
で
清
潔
な
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
を
円
滑
に
運
用
し
、
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期　

２
年

▽
対
象　

条
例
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
熱

意
の
あ
る
20
歳
以
上
の
市
民
又
は
事
業
者

（
団
体
の
と
き
は
構
成
員
）

▽
活
動
内
容　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
啓
発
や
指
導
な
ど

申
込
・
問　

７
月
３
日
～
31
日
に
電
話
で

環
境
推
進
課

姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・ 

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ズ
市 

交
流
会
員
募
集

　

市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ・ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ズ
市
と
の
市
民
交
流
を
目
的

と
し
た
交
流
会
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人

又
は
寝
屋
川
市
国
際
交
流
協
会
会
員

▽
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム　

姉
妹
都
市
交
流

の
啓
発
・
広
報
活
動
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

ニ
ュ
ー
ズ
市
民
訪
問
団
受
け
入
れ
時
の
交

流
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ズ
市
へ
の
派

遣
訪
問
団
の
結
成
、
そ
の
ほ
か
の
企
画
を

通
し
て
交
流
な
ど

∧
交
流
会
員
制
度
説
明
会
∨

　

８
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時
、
市
立
市

民
会
館
。

※
会
員
へ
の
申
し
込
み
は
随
時
可
能
で
す

が
、
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ズ
市
へ
の
派

遣
訪
問
団
員
に
は
選
考
が
あ
り
ま
す
。
派

遣
は
平
成
30
年
３
月
頃
の
予
定
で
す
。

応
募　

所
定
の
用
紙
を
書
い
て
、
直
接
又

は
郵
送
で
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
∧
☎

８
１
１
・
５
９
３
５
（
日
・
月
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
∨

問　

市
国
際
交
流
協
会
又
は
市
民
活
動
振

興
室校

庭
開
放
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

　

小
学
校
の
放
課
後
に
校
庭
で
児
童
が
安

全
に
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
、
校
庭
開
放

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▽
内
容　

市
内
各
24
小
学
校
で
の
平
日
放

課
後
の
見
守
り
活
動
（
３
時
間
程
度
、
長

期
休
暇
中
は
除
く
）

▽
対
象　

20
歳
～
70
歳
の
人
10
人
程
度

※
①
謝
礼
が
あ
り
ま
す
②
書
類
審
査
・
面

接
が
あ
り
、結
果
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
（
青
少
年
課
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
青
少
年
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
７
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
、
青
少
年
課

２
０
１
７
青
年
祭
出
演
者
を
募
集

　

次
代
を
担
う
若
者
が
集
い
、
特
技
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
楽
器
演
奏
な
ど
を
通
し

て
交
流
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
29
日
（
日
）

▽
場
所　

市
立
中
央
公
民
館

▽
募
集
内
容　

次
の
と
お
り

∧
舞
台
部
門
∨

①
楽
器
演
奏
部
門
…
１
団
体
15
分
、
10
組

②
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
…
１
団
体
２

分
30
秒
、
15
組

③
ダ
ン
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
…
１

団
体
５
分
、
15
組

④
フ
リ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
…
１
団

体
（
１
人
か
ら
）
最
大
３
分
、
10
組

⑤
演
劇
部
門
…
１
団
体
15
分
、
２
組
、
教

室
で
行
う
た
め
、
特
別
な
設
備
・
大
き
な

舞
台
道
具
持
ち
込
み
な
し

※
⑴
①
③
の
み
リ
ハ
ー
サ
ル
を
10
月
22
日

（
日
）
に
行
い
ま
す
⑵
い
ず
れ
も
申
込
順

で
す
。

∧
活
動
紹
介
部
門
∨

　

部
屋
に
陳
列
で
き
る
も
の
（
美
術
、
写

真
、
書
道
、
イ
ラ
ス
ト
、
生
け
花
な
ど
）

の
展
示
、
学
校
や
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
・
メ

ン
バ
ー
募
集
。

▽
対
象　

お
お
む
ね
高
校
生
～
30
歳
の
市
内

の
青
年
と
交
流
を
図
り
た
い
個
人
及
び
団
体

∧
当
日
ス
タ
ッ
フ
∨

　

準
備
作
業
、
後
片
付
け
な
ど
、
当
日
、

手
伝
っ
て
く
れ
る
人
も
募
集
し
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
（
青
少
年
課
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
青
少
年
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
直
接
又
は
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
７
月
３
日
（
月
）
か
ら
青
少
年
課

（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
、
ＦＡＸ

８
１
３
・
０
０
８
７
）

昨
年
度
の
様
子
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
動

画
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）市
立
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館 

遊
び
ス
ペ
ー
ス
設
置
事
業
者
を
募
集

　

平
成
30
年
度
に
（
仮
称
）
市
立
子
育
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
の
１
階
に
屋
内
の
遊
び

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
遊
び

ス
ペ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
設
計
な
ど
を
行
う

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

過
去
５
年
間
に
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
屋
内
の
遊
び
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
に
つ
い
て
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

※
市
の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
へ
の
未
登

録
者
も
申
し
込
み
が
可
能
（
参
加
資
格
審

査
有
）
で
す
。

▽
選
定
方
法　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
企
画
提
案
）

方
式
、
書
類
審
査
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
募
集
情

報
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年７月号

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
募
集
情
報
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

を
７
月
25
日
（
火
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
直

接
又
は
郵
送
で
子
育
て
支
援
課
（
〒
572
―

８
５
３
３
池
田
西
町
28
番
22
号
）

つ
ど
い
の
広
場
運
営
団
体
募
集

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
ま

ち
を
目
指
し
て
、
お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
つ

ど
い
の
広
場
の
運
営
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▽
開
設
日
・
基
本
開
設
日
数　

10
月
１
日

（
日
）、
週
５
日
（
土
・
日
曜
日
を
含
む
、

１
日
５
時
間
以
上
）

▽
職
員
配
置　

開
設
時
間
に
常
時
２
人
以

上
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
可
）

▽
実
施
場
所　

①
第
五
中
学
校
区
②
第
八

中
学
校
区
③
第
九
中
学
校
区
④
第
十
中
学

校
区
⑤
中
木
田
中
学
校
区

▽
対
象　

市
つ
ど
い
の
広
場
事
業
を
実
施
可

能
な
団
体
（
法
人
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
を
７
月
31
日

（
月
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
直
接
又
は
郵
送

で
子
育
て
支
援
課
（
〒
572
―
８
５
３
３
池

田
西
町
28
番
22
号
）

※
応
募
用
紙
は
募
集
要
領
に
添
付
し
て
い

ま
す
。

∧
事
業
説
明
会
∨

　

７
月
10
日
（
月
）
午
後
２
時
～
３
時
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
３
―
１
。

※
詳
し
く
は
、「
市
つ
ど
い
の
広
場
事
業

運
営
団
体
募
集
要
領
」
な
ど
（
子
育
て
支

援
課
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
各
シ
テ
ィ
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
で

配
布
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
子
育
て

支
援
課
」）
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も
申
込
は
当
日
直
接
。

障
害
者
計
画
等 

推
進
委
員
会

▽
日
時　

７
月
５
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
健
康
指
導
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

障
害
福
祉
課

枚
方
寝
屋
川 

消
防
組
合
議
会
臨
時
会

▽
日
時　

７
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時

▽
場
所　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消

防
本
部
５
階
会
議
場

▽
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
総
務
管

理
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
０
３
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

運
営
協
議
会

▽
日
時　

７
月
13
日
（
木
）
午
後
１

時
30
分

▽
場
所　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
破

砕
棟
2
階
会
議
室

問　

ク
リ
ー
ン
施
設
課（
☎
８
２
１
・

４
０
３
９
）

安
全
推
進
協
議
会

▽
日
時　

７
月
14
日
（
金
）
午
後
２

時
（
受
付
は
午
後
１
時
45
分
か
ら
）

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
５
階
第
２

委
員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

危
機
管
理
室

北
河
内
４
市 

リ
サ
イ
ク
ル
施
設 

組
合
議
会
臨
時
会

▽
日
時　

７
月
20
日
（
木
）
午
後
２

時
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▽
場
所　

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
３
階
研
修
室

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
①
日
時
な
ど
は
、
議
事
の
都
合
で

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
北

河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
組
合
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

②
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

組
合
事
務
局
（
☎
８
２
３
・
２
０
３

８
）都

市
計
画
審
議
会

▽
日
時　

７
月
21
日
（
金
）
午
後
２

時
（
午
後
１
時
30
分
か
ら
整
理
券
を

発
行
、
午
後
１
時
45
分
時
点
で
申
し

込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
５
階
第
２

委
員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

都
市
計
画
室

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン 

運
営
委
員
会

▽
日
時　

７
月
24
日
（
月
）
午
後
２

時▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１

委
員
会
室

問　

青
少
年
課

地
域
公
共
交
通
協
議
会

▽
日
時　

７
月
27
日
（
木
）
午
前
10

時▽
場
所　

議
会
棟
４
階
第
１
委
員
会

室▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

道
路
交
通
課

特
別
職
給
料
審
議
会

▽
日
時　

７
月
31
日
（
月
）
午
後
２

時▽
場
所　

議
会
棟
５
階
第
２
委
員
会

室問　

人
事
室

委員会など

指
定
管
理
者
を
募
集

∧
西
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
∨

▽
指
定
期
間　

平
成
30
年
４
月
か
ら
５
年

間▽
応
募
資
格　

法
人
や
そ
の
他
の
団
体

（
団
体
の
所
在
地
は
問
い
ま
せ
ん
、
個
人

は
除
く
）

▽
募
集
要
項
の
配
布　

７
月
13
日
～
27
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
高
齢
介
護
室

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
高
齢
介
護
室
」

※
施
設
の
概
要
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年７月号

項
を
見
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問　

７
月
28
日
～
８
月
31
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

※
説
明
会
…
７
月
27
日
（
木
）
午
後
２
時

か
ら
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
応
募
す

る
団
体
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７

２
）明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

明
る
い
選
挙
を
呼
び
掛
け
る
内
容
を
自

由
に
表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
画
材　

自
由

▽
大
き
さ
の
基
準　

画
用
紙
の
四
ツ
切

り
・
八
ツ
切
り
に
準
じ
る
も
の

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
生
・
高
校
生

※
①
作
品
の
裏
（
右
下
）
に
学
校
名
、
学

年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
②
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

属
し
、
作
品
は
自
由
に
利
用
し
ま
す
③
入

賞
者
の
学
校
名
・
学
年
及
び
氏
名
を
公
表

し
ま
す
。

◎
市
・
府
の
審
査
を
経
て
、
最
終
審
査
は

文
部
科
学
省
な
ど
で
行
い
ま
す
。

応
募
・
問　

９
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時

30
分
ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

７
月
20
日
～
８
月
31
日 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
対
策
月
間

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
体
長
約
１
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
全
体
が
黒
色
、
背
に
赤
い

帯
状
の
模
様
が
あ
り
ま
す
＝
写
真
。
強
い

毒
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
攻
撃
性
は
あ
り

ま
せ
ん
（
触
れ
る
と
か
ま
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
）。

　

駆
除
す
る
と
き
は
必
ず
厚
手
の
手
袋
を

着
用
し
、
肌
が
出
な
い
服
装
で
家
庭
用
殺

虫
剤
（
ゴ
キ
ブ
リ
用
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
）

を
吹
き
付
け
、
巣
の
近
く
に
卵
の
う
（
乳

白
色
で
直
径
約
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
球

体
）
を
見
付
け
た
と
き
は
、
焼
却
す
る
か

踏
み
潰
し
ま
し
ょ
う
（
殺
虫
剤
は
卵
の
う

に
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
）。
か
ま
れ
た
と

き
は
患
部
を
流
水
で
洗
い
、
速
や
か
に
駆

除
し
た
く
も
を
持
っ
て
医
療
機
関
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

問　

府
寝
屋
川
保
健
所
衛
生
課
（
☎
８
２

９
・
７
７
２
１
）
又
は
市
環
境
推
進
課

立
地
適
正
化
計
画
の 

方
針
・
方
向
性
に
つ
い
て
の
説
明
会

　

居
住
機
能
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど

の
都
市
機
能
の
誘
導
を
図
り
、
持
続
可
能

な
都
市
を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
す
る
立

地
適
正
化
計
画
の
方
針
・
方
向
性
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時

▽
場
所　

市
立
市
民
会
館
第
１
多
目
的
室

問　

都
市
計
画
室

生
ご
み
の
水
切
り
大
作
戦

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
約
40

パ
ー
セ
ン
ト
は
生
ご
み
で
、
そ
の
う
ち
約

80
パ
ー
セ
ン
ト
は
水
分
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
夏
は
、
特
に
生
ご
み
が
腐
敗
し
て
悪

臭
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
生
ご
み

の
水
切
り
と
ご
み
減
量
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

∧
方
法
∨

○
排
水
口
や
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
水
切
り

ネ
ッ
ト
な
ど
を
設
置
し
、
水
分
を
切
っ
て

か
ら
捨
て
る

○
水
切
り
器
具
を
使
っ
て
水
分
を
切
っ
て

か
ら
捨
て
る

○
手
で
絞
っ
て
か
ら
捨
て
る

問　

環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０
９
１

１
）リ

ユ
ー
ス
作
品
を
募
集

　

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、
ご
み
と
な
る

製
品
な
ど
を
素
材
と
し
て
再
使
用
又
は
再

利
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

※
入
賞
者
に
は
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

申
込
・
問　

７
月
18
日
～
８
月
31
日
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
に
直
接
、環
境
総
務
課
（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
５
階
☎
８
２
４
・
０
９

１
１
）

資
源
集
団
回
収
活
動 

報
奨
金
交
付
申
請

　

市
に
登
録
し
て
い
る
資
源
集
団
回
収
活

動
団
体
の
代
表
者
に
平
成
29
年
上
半
期
の

回
収
活
動
報
奨
金
の
交
付
申
請
書
を
６
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

申
請
・
問　

７
月
３
日
～
31
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
＝
必
着
＝
に
直
接
又
は
郵
送

（
受
理
の
確
認
が
で
き
る
簡
易
書
留
な
ど
）

で
環
境
総
務
課
（
〒
572
―
０
８
５
５
寝
屋

南
一
丁
目
２
番
１
号
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

５
階
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
）

親
子
ご
み
教
室

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
方
法
や
分

け
方
、
ご
み
の
行
方
な
ど
、
親
子
で
体
感
・

体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
～

▶
卵
の
う

◀セアカコケグモ

リユース作品
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年７月号

正
午

▽
場
所　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

①
ご
み
に
つ
い
て
の
講
話
②
施

設
見
学
③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
使

用
し
た
巨
大
ア
ー
ト
（
は
ち
か
づ
き
ち
ゃ

ん
）
の
作
成
な
ど
（
計
２
時
間
程
度
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
を
含
む
２
人
以
上
の
家
族

▽
定
員　

15
組

※
①
自
転
車
・
バ
イ
ク
・
車
で
来
場
で
き

ま
す
②
市
役
所
か
ら
送
迎
が
あ
り
ま
す

（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）
③
申
込
者
に

は
詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

人
数
、
当
日
の
来
場
手
段
を
は
が
き
又
は

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
７
月
26
日
（
水
）
ま
で

に
環
境
総
務
課
（
〒
572
―
０
８
５
５
寝
屋

南
一
丁
目
２
番
１
号
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
5
階
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
、
ＦＡＸ
８

２
１
・
３
３
４
９
）

第
二
京
阪
道
路 

環
境
監
視
測
定
結
果
（
速
報
値
）

　

第
二
京
阪
道
路
の
環
境
へ
の
影
響
を
把

握
す
る
た
め
、
第
二
京
阪
道
路
環
境
監
視

施
設
（
寝
屋
南
局
・
小
路
局
）
で
「
Ｎ
Ｏ

２
（
二
酸
化
窒
素
）」「
Ｓ
Ｐ
Ｍ
（
浮
遊
粒

子
状
物
質
）」「
騒
音
」な
ど
の
測
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
各
測
定
局
に
お
け
る
大

気
の
測
定
結
果
及
び
春
季
・
秋
季
の
騒
音

の
測
定
結
果
は
、
全
て
環
境
基
準
内
で
し

た
（
表
１
・
表
２
の
と
お
り
）。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
推

進
課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
推
進
課

相

　
　談

パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　

７
月
４
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
機
器

の
故
障・ト
ラ
ブ
ル
、定
員
10
人
（
申
込
順
）、

パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

８
１
２
・
１
１
１
６
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
何
で
も
相
談

　

７
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
手
続
き
や
会
計
処
理
、
団
体
運
営

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
定
員
４
団
体
（
申

込
順
）。

申
込
・
問　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
直

接
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

安
全
・
安
心

防

　
　災

寝
屋
川
・
四
條
畷
・
大
東
地
域
の 

浸
水
対
策
を
強
化 

～
新
た
に
２
つ
の
増
補
幹
線
が
完
成
～

　

寝
屋
川
流
域
に
お
け
る
浸
水
対
策
と
し
て
、

河
川
部
門
と
下
水
道
部
門
が
一
体
と
な
り

総
合
治
水
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
新
し
く
２
つ
の
下
水
道
増
補
幹

線
を
府
が
完
成
さ
せ
た
こ
と
で
浸
水
被
害

の
軽
減
区
域
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

こ
の
下
水
道
増
補
幹
線
に
よ
っ
て
、
寝

屋
川
市
・
四
條
畷
市
・
大
東
市
に
ま
た
が

る
約
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
の
浸
水

被
害
の
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

∧
下
水
道
増
補
幹
線
の
概
要
∨

▽
幹
線
名　

寝
屋
川
四
條
畷
増
補
幹
線
・

大
東
四
條
畷
増
補
幹
線

▽
延
長　

約
１
９
２
０
メ
ー
ト
ル

▽
内
径　

直
径
１
・
１
メ
ー
ト
ル
～
２
・

寝屋南局 小路局

昼間 夜間 昼間 夜間

春 56 52 57 53

秋 56 51 58 51

表１  第二京阪道路騒音測定結果

基準値…昼間70dB（午前６時～午後
10時）・夜間�65dB（午後10時～午前
６時）

単位（dB）

NO2（二酸化窒素） SPM（浮遊粒子状物質）

環境基準
１時間値の１日平均値が 0.04ppm
～ 0.06ppm、又はそれ以下であ
ること

１時間値の１日平均値が0.10mg/
㎥以下であり、かつ、１時間値が
0.20mg/㎥以下であること

測定局 寝屋南 小　路 成　田 寝屋南 小　路 成　田

年
度
評
価
値

98% 値 0.032 0.031 0.029 ― ― ―

２%除外値 ― ― ― 0.036 0.033 0.038

測
定
結
果
の
参
考
値

最小値 0.011 0.011 0.006 0.010 0.012 0.015

この値の 
観測月 ８月 ８月 ８月 1月・２月 ９月・１月・

２月 ２月

最大値 0.021 0.022 0.018 0.026 0.019 0.030

この値の 
観測月 12月 12月・１月・

２月 12月 ５月 ５月 ５月

表２ １時間値の１日平均値の最大値及び年度評価値（大気・速報値）

＜評価方法＞�
○「NO2」…�年間の１日平均値のうち、低いほうから98パーセントに相当する値（98

パーセント値）を評価する。
○「SPM」…�年間の１日平均値のうち、高いほうから２パーセントの範囲内にあ

るものを除外した値（２パーセント除外値）を評価する。

単位：NO2（ppm）・SPM（mg/㎥）
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広報ねやがわ
平成 29年７月号

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

相談名 内容など 日時（祝日・年末年始を除く） 申し込み方法 申し込み・問合先（相談場所）

法 律 相 談

同
一
案
件
の
相
談
は
原
則
１
回
限
り
で
す

相続、借地、借家、不動産、離
婚などの法的問題の相談
定員…７人
相談時間…30分程度
相談員…弁護士

月～金曜日と第４日曜日（７月23日・８月27日・９月24日）
午後１時～４時 30分、１週間前の同じ曜日の午前９時
から電話予約を受付（申込順）
※土・日曜日、祝日、年末年始は申し込みできません。
※�第４日曜日の予約は、前の週の月曜日（月曜日が祝日
のときは翌日）から受け付けます。

広報広聴課
☎ 824・1155

登 記 ・
測 量 相 談

登記手続きや土地・家屋の測量、
境界明示などの相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…司法書士、土地家屋調
査士

第２木曜日
午後１時～４時�
（７月13日・８月10日・９月14日） 相談日の午前９時

から電話予約を受
付（申込順）

国 税 相 談

所得税、相続税、贈与税などの
相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…税理士

第３木曜日
午後１時～４時
（７月20日・８月17日・９月21日）

不 動 産 ･
建 築 相 談

不動産の売買、家屋の新築・増
築の手続きなどの相談
定員…４人
相談時間…30分程度
相談員…宅地建物取引士、建築士

第２金曜日
午後２時～４時
（７月14日・９月８日）
※８月は祝日のため行いません。

相談日の午前９時
～正午に電話予約
を受付（申込順）

相 続 ･
遺 言 等
相 談

遺産分割協議書、遺言書、離婚
協議書などの相談
定員…６人
相談時間…30分程度
相談員…行政書士

第３金曜日
午後１時～４時
（７月21日・８月18日・９月15日）

相談日の午前９時
から電話予約を受
付（申込順）

行 政 相 談 国の行政機関などへの相談や要望
相談員…行政相談委員

毎週火曜日
午前 10時～正午

直接又は電話で相
談してください

市 政 相 談 市役所への相談や要望
相談員…市職員

月～金曜日
午前９時～午後５時 30分

消費生活相談

商品やサービスに不満や疑問を
感じたり、訪問販売などで契約
上のトラブルに巻き込まれたりし
たときや多重債務に関わる相談
相談員…消費生活相談員

月～土曜日
午前９時～正午
午後１時～４時

消費生活センター
（桜木町５番 30号）
☎ 828・0397

人 権 相 談

人権に関わる相談
定員…３人
相談員…人権擁護委員

毎週火曜日
午後１時・２時・３時

直接又は電話で予
約してください 人権文化課

☎ 824・1181
人権に関わる相談

月～金曜日
午前９時～午後５時 30分
※�電話での相談もでき�ます。

当日直接

女性のための
法律相談

女性弁護士による離婚、ＤＶ、
相続などの法的相談
定員…４人

第３火曜日（祝日も実施）
午後１時 30分～４時 30分
（７月18日・８月15日・９月19日）

前日の午前 10 時
から電話予約を受
付（申込順）

男女共同参画推進センター
ふらっと�ねやがわ（産業振興
センター5階）☎800・5790

女性の心の悩
み相談（カウ
ンセリング）

カウンセラーが助言・アドバイ
スするのではなく、悩みを本人
が話すことで心の整理をつけ、
一緒に問題解決を図ります（女
性の相談員がサポートします）

面
接

毎週月曜日午前９時30分～午
後０時40分、毎週水曜日午後
１時30分～４時40分（祝日も
実施）
※�第3木曜日午後１時30分～４時
40分（祝日も実施）。

電話で予約してく
ださい

男女共同参画推進センター
ふらっと�ねやがわ（産業振興
センター5階）☎800・5789
※�第３木曜日のみ、ねやがわシ
ティ・ステーションで行います。

電
話

毎週金曜日午後１時～５時
午後４時 30分までに電話して
ください。
※�祝日も実施。 申込不要です

男女共同参画推進センター
ふらっと�ねやがわ（産業振興
センター5階）☎800・5584男性のための

悩み相談（カ
ウンセリング）

男性相談員による男性の自立、
生き方、人間関係などの相談

第２水曜日午後７時～９時（７月12
日・８月９日・９月13日）午後８時
30分までに電話してください。

子どもに
関する相談

18 歳未満の子どもの問題につ
いての相談（いじめ、育児、発
達、性格、学校生活など）

月～金曜日
午前９時～午後５時 30分
※�電話での相談もでき�ます。

電話で予約してく
ださい

こどもを守る課こども相談担
当（総合センター２階）
☎838・0181

教育相談
幼児・児童・生徒の教育につい
ての相談（不登校、学習、性格、
友人関係など）

月～金曜日
午前９時～午後５時
※�電話での相談もでき�ます。

教育研修センター
（池田新町 3番 23号）
☎ 838・7830

就労相談 就職困難者を対象に就労の相談
求人情報検索・個別相談
毎週月・火・木・金曜日
午前10時～午後５時

地域就労支援センター
（ねやがわシティ・ステーショ
ン内）�
☎ 828・0751

※秘密は守ります。次回は 10月号に掲載します。困ったときは相談を（無料）　～７・８・９月～
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年７月号

８
メ
ー
ト
ル

問　

府
東
部
流
域
下
水
道
事
務
所
総
務
企

画
課
（
☎
06
・
６
７
８
４
・
３
７
２
１
）

又
は
市
工
務
課

浸水被害の軽減区域

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
か
ら
の 

お
知
ら
せ

∧
お
も
ち
ゃ
花
火
と
ガ
ソ
リ
ン
の

事
故
防
止
∨

　

花
火
は
誤
っ
た
使
い
方
を
す
る
と
、
け

が
や
や
け
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
使
用
上

の
注
意
な
ど
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち
は
保
護
者
と

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ャ
ン
プ
や
祭
り
な
ど
で
発
電
機
を
使

用
す
る
と
き
、
燃
料
の
ガ
ソ
リ
ン
は
、
引

火
点
が
低
く
一
旦
事
故
に
な
れ
ば
大
惨
事

を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
ガ
ソ
リ
ン
の
特
性

を
理
解
し
た
上
で
、
取
り
扱
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
保
安
対
策
課

∧
水
の
事
故
に
気
を
付
け
よ
う
∨

　

暑
い
季
節
は
、
毎
年
全
国
各
地
で
水
の

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
に
は

周
り
に
い
る
家
族
や
友
人
が
よ
く
注
意
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
警
防
課
（
☎

８
５
２
・
９
９
１
９
）

∧
７
月
は
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
∨

　

熱
中
症
は
、
高
温
・
多
湿
の
環
境
で
、

体
の
水
分
と
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
整
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
発
症

し
ま
す
。

○
予
防
の
ポ
イ
ン
ト　

①
室
内
で
も
熱
中

症
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
節
電
中
で

も
適
切
に
エ
ア
コ
ン
を
使
い
ま
し
ょ
う
②

水
分
・
塩
分
は
こ
ま
め
に
補
給（
ア
ル
コ
ー

ル
は
体
内
の
水
分
を
出
し
て
し
ま
う
の
で

補
給
に
な
り
ま
せ
ん
）
③
め
ま
い
、頭
痛
、

吐
き
気
、
倦
怠
感
（
け
ん
た
い
か
ん
）
な

ど
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
涼
し
い
と

こ
ろ
に
避
難
し
、
医
療
機
関
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
救
急
課
（
☎

８
５
２
・
９
９
１
８
）

∧
調
理
家
電
の
誤
っ
た
使
用
で

火
災
が
多
発
∨

　

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
の
使
用

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
食
品
に
応
じ
た
正
し
い
時
間
設
定
を
し

て
必
要
以
上
に
加
熱
し
な
い
。

○
庫
内
に
付
着
し
た
油
や
食
品
か
す
を
放

置
し
た
ま
ま
加
熱
し
な
い
。

※
詳
し
く
は
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
火
災
事
例
の
ペ
ー
ジ
（
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
警
防
課
（
☎

８
５
２
・
９
９
１
９
）

∧
訓
練
披
露
会
∨

　

①
7
月
7
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分
、寝
屋
川
消
防
署
②
11
日
（
火
）

午
前
11
時
～
正
午
、
枚
方
東
消
防
署
。

※
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
警
防
課
（
☎

８
５
２
・
９
９
１
９
）

∧
普
通
救
命
講
習
会
∨

　

７
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時
、

枚
方
消
防
署
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得
、

寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
の
人

30
人
（
申
込
順
）、
受
講
無
料
。

※
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

７
月
11
日
～
14
日
の
午
前
9

時
～
午
後
5
時
に
電
話
で
枚
方
消
防
署
警

備
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
４
４
）

∧
甲
種
防
火
管
理
講
習
∨

　

９
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分
・
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

５
時
、
消
防
本
部
、
寝
屋
川
市
・
枚
方
市

に
在
住
・
在
職
の
人
で
防
火
管
理
の
資
格

を
必
要
と
し
、
適
切
に
業
務
を
遂
行
で
き

る
人
１
０
０
人
（
申
込
順
）、
受
講
料
４
０

０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
、初
日
に
納
付
）。

※
消
防
設
備
点
検
資
格
の
免
状
又
は
自
衛

消
防
業
務
講
習
の
修
了
証
を
持
つ
人
は
受

講
科
目
が
一
部
免
除
で
き
ま
す
。

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
（
消
防
署
・
出

防 災

豆 知 識

気象災害から命を守るために
大雨・洪水警報などが

生まれ変わります
　①５日先までの大雨警報などの発表の可能性
を２段階で表示。
　②警報・注意報の発表時に、最大24時間先ま
での危険度の予想を色分け表示。
　③警報などの発表基準について、これまでの
雨量などに代え、降った雨が地面にどれだけ溜
まっているかなどの指数を使用。
　④警報が発表されたとき、どこで実際に危険度が
高まっているかを地図上に５段階で色分け表示。
※�③と④は７月中に変更され、気象庁ホーム
ページで見ることができます。
問　大阪管区気象台（☎06・６９４９・６３１３）
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健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年７月号

税
・
保
険
・
年
金

安
全
・
安
心

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

張
所
で
配
布
）
に
6
か
月
以
内
の
写
真
を

貼
っ
て
、
7
月
31
日
～
8
月
4
日
の
午
前

9
時
～
午
後
5
時
15
分
に
直
接
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
消
防
本
部
予
防
指
導
課（
☎
８
５
２
・

９
９
１
２
、
ＦＡＸ
８
０
０
・
３
０
０
０
）

※
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。

防

　
　犯

通
話
録
音
装
置
を 

無
償
で
貸
し
出
し
ま
す

　

市
内
で
特
殊
詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
、被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

通
話
録
音
装
置
を
貸
し
出
し
ま
す
。

∧
通
話
録
音
装
置
と
は
∨

　

着
信
時
に
犯
罪
行
為
へ
の
警
告
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
、
通
話
を
自
動
録
音
す
る

装
置
で
す
。

　

自
宅
の
電
話
機
に
工
事
不
要
で
簡
単
に

設
置
が
で
き
ま
す
。

※
①
機
器
の
設
置
に
は
電
源
が
必
要
で
す

②
装
置
は
１
世
帯
に
つ
き
１
台
で
す
③
対

象
と
な
る
条
件
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
、
機
器
を
市
へ
返
却
し
て
も
ら
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
④
使
用
中
の
電
話
回
線
又
は

電
話
の
接
続
状
況
に
よ
り
機
器
を
利
用
で

き
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
原
則
満
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
装

置
設
置
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
で
き
る
人

※
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
で
す
。

▽
貸
し
出
し
数　

１
０
０
台

※
機
器
の
利
用
に
は
電
気
料
金
が
か
か
り

ま
す
。
メ
ー
カ
ー
保
証
以
外
の
修
理
は
利

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問　

７
月
３
日
～
31
日
に
直
接
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
又
は
危
機
管
理
室

※
結
果
は
８
月
下
旬
に
封
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
結
果
通
知
に
機
器
の
引
き
渡
し

の
日
時
や
場
所
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

７
月
21
日
～
８
月
21
日 

夏
の
地
域
安
全
運
動
実
施

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
防
犯
協
会
、
寝
屋

川
警
察
署
、
市
が
一
つ
に
な
っ
て
犯
罪
の

な
い
安
全
で
安
心
な
、
明
る
く
住
み
よ
い
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

∧
期
間
中
の
主
な
活
動
な
ど
∨

　

①
７
月
28
日
（
金
）
午
後
８
時
か
ら
市

全
域
で
夜
間
一
斉
街
頭
防
犯
活
動
②
８
月
４

日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
寝
屋
川
市
駅
で
子

ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

問　

寝
屋
川
警
察
署
生
活
安
全
課
（
☎
８

２
３
・
１
２
３
４
）
又
は
市
危
機
管
理
室

交
通
安
全

７
月
１
日
～
８
月
21
日 

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

こ
の
時
期
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
過
労
運
転
や

開
放
感
か
ら
く
る
無
謀
運
転
な
ど
に
よ
る

交
通
事
故
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
市
で
は
夏
休
み
期
間
で
あ
る
８
月
21
日

（
月
）
ま
で
を
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期

間
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、
い
つ
起
き
る
か

分
か
ら
な
い
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問　

道
路
交
通
課

税
・
保
険
・

年
金

市
税
な
ど
の
各
種
納
付
は
期
限
内
に

　

平
成
29
年
度
の
市
税
、
国
民
健
康
保
険

料
、
保
育
料
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
納
付

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
税
な
ど
に
支
え
ら

れ
、
市
で
は
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
市
税
な
ど
を

納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
必
ず
各
担
当
課
（
室
）
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
（
右
の
表
の
と
お
り
）。

∧
差
し
押
さ
え
な
ど
法
的
措
置
を
実
施
∨

　

滞
納
債
権
整
理
回
収
室
で
は
、
各
担
当

課
（
室
）
か
ら
移
管
を
受
け
た
滞
納
債
権

に
つ
い
て
法
的
措
置
を
前
提
と
し
た
整
理

回
収
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

負
担
の
公
平
化
を
徹
底
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

滞
納
債
権
整
理
回
収
室

税
の
お
知
ら
せ

差
し
押
さ
え
財
産
を 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

滞
納
者
の
動
産
を
差
し
押
さ
え
、
一
部

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
「
ヤ

フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
参
加
申
し
込
み
を
し
て
入
札
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
出
品
す
る
も
の　

絵
画
な
ど

▽
受
付
期
間　

７
月
６
日
午
後
１
時
～
24

日
午
後
11
時

▽
入
札
期
間　

７
月
31
日
午
後
１
時
～
８

月
２
日
午
後
11
時

▽
公
売
専
用
直
通
電
話　

☎
８
２
５
・
２

０
３
７

※
滞
納
市
税
が
納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
直

前
に
公
売
を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
納
税

課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

納
税
課

徴収金 担当課（室）

市税 納税課

国民健康保険料
保険事業室

後期高齢者
医療保険料

介護保険料 高齢介護室

保育所保育料 保育課

児童扶養手当
返納金 こどもを守る課

生活保護費返還
金・徴収金

保護課
生活つなぎ資金
貸付金返還金

水道料金・
下水道使用料 上下水道局業務課

留守家庭児童会
保育料 青少年課

市営住宅使用料 まちづくり事業推
進室

おもな徴収金の名称と担当課（室）

※�問い合わせは☎ 824・1181（代表）、
担当課（室）で相談してください。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 29年７月号

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
な
ど
に 

係
る
個
人
住
民
税
の
課
税
方
式
の
選
択

　

４
月
１
日
か
ら
、
特
定
上
場
株
式
な
ど

の
配
当
所
得
や
上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
（
源

泉
徴
収
が
あ
る
特
定
口
座
）
に
係
る
所
得

に
つ
い
て
、
所
得
税
と
異
な
る
方
式
に
よ
る

個
人
住
民
税
の
課
税
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
特
定
配
当
な
ど
に
つ
い

て
、
所
得
税
で
は
総
合
課
税
、
市
・
府
民

税
で
は
申
告
不
要
制
度
を
適
用
す
る
な

ど
、
申
告
者
自
身
が
課
税
方
式
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
確

定
申
告
書
と
は
別
に
市
・
府
民
税
の
申
告

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課

各
種
保
険
・
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
定

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
医
療
給
付
費
分

（
医
療
保
険
分
）
と
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
分
、
介
護
納
付
金
分
（
40
歳
～
64
歳
の

人
の
介
護
保
険
分
）
を
合
わ
せ
た
額
（
表

１
・
表
２
の
と
お
り
）
で
す
。

∧
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
∨

　

世
帯
の
総
所
得
金
額
の
合
計
が
国
の
定

め
る
基
準
以
下
の
と
き
は
、
保
険
料
（
均

等
割
と
平
等
割
の
み
）
が
７
割
・
５
割
・

２
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
（
表
３
の

と
お
り
）。

※
所
得
の
申
告
が
な
い
と
軽
減
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
所
得
税
や
市
民
税
・
府
民

税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
加
入
・
脱
退
な
ど
の
届
け
出
は

14
日
以
内
に
∨

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
な
ど
は
、

必
ず
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届

け
出
が
遅
れ
る
と
、
医
療
費
が
全
額
自
己
負

担
に
な
り
、
保
険
料
を
遡
っ
て
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
最
長
２
年
間
）。

∧
高
齢
受
給
者
証
を
更
新
∨

　

70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
交
付
し
て
い
る

高
齢
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す
（
オ
レ
ン

ジ
色
）。
有
効
期
間
は
８
月
１
日
～
平
成

30
年
７
月
31
日
で
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人
は
、

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
が
有
効
期
限

で
す
。
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
の
負
担

割
合
は
、
平
成
28
年
中
の
所
得
で
判
定
し

ま
す
の
で
、
所
得
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
８

月
１
日
か
ら
負
担
割
合
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

∧
届
け
出
の
受
付
∨

　

平
常
業
務
の
ほ
か
、
毎
週
木
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
後
８
時
ま
で
と
、
毎
月
第

４
日
曜
日
（
７
月
は
23
日
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
堀
溝
サ
ー

ビ
ス
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

保
険
事
業
室
（
国
民
健
康
保
険
賦
課

担
当
）

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は 

必
ず
期
限
内
に
（
毎
月
月
末
）

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
保
険
料
は
、
国
の
補

助
金
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
の
医
療
費
の
支
払
い
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
納
め
な
い
人
が
い
る
と
、

国
民
健
康
保
険
の
運
営
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

∧
特
別
な
理
由
も
な
く

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
∨

○
保
険
証
の
返
還
を
求
め
、
被
保
険
者

資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
（
医
療
機

関
で
受
診
し
た
と
き
、
治
療
費
の
全
額

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

○
保
険
給
付
の
一
部
又
は
全
部
を
滞
納

保
険
料
に
充
て
ま
す
。

○
財
産
（
預
金
・
生
命
保
険
・
不
動
産
・

①医療給付費
（上限54万円）

②後期高齢者
　支援金

（上限19万円）

③介護納付金
（上限16万円）

・賦課標準額×2.78％
・加入者数 ×7,800円
・１世帯当たり  5,400円

・賦課標準額×2.53％

・加入者数 × 12,840円

・賦課標準額× 8.24％
・加入者数 ×25,080円
・１世帯当たり17,340円

１年間の保険料

＝上限89万円
（①＋②＋③）

※「賦課標準額」…保険料
所得割を算出する基に
なる金額です。各加入
者の総所得金額から
基礎控除額（33 万円）
を差し引いた額の合計
です。

※「加入者数」…①②国
民健康保険に加入③国
民健康保険に加入して
いる40歳から64歳の
世帯人数です。

40歳～64歳の人

※40歳～64歳の
　人は介護納付金を
　含みます

＝上限73万円
（①＋②）

表２　１年間の保険料の計算方法

軽減割合 前年中の合計所得
７割 33万円　以下

５割 33万円＋＜27万円×
（加入者数＋特定同一世帯所属者数）＞以下

２割 33万円＋＜49万円×
（加入者数＋特定同一世帯所属者数）＞以下

※�⑴軽減判定の基準日は４月１日（年度途中の新規加入は世帯の
国民健康保険資格取得日）です⑵65歳以上の公的年金所得者
は（年金所得ー15万円）で軽減を判定します⑶「世帯の総所得
金額」は、世帯における国民健康保険加入者（国民健康保険資
格のない世帯主を含む）の前年中（平成28年１月～12月）総所得
金額の合計です⑷特定同一世帯所属者数とは、同じ世帯の国民
健康保険加入者で、75歳に到達、又は65歳以上の人が障害の認
定を受けたことにより、後期高齢者医療制度に移った人です。

（　）内は平成 28年度

①医療給付費
（医療保険分）

②後期高齢者
支援金等

③介護納付金
（40歳～64歳の

介護保険分）

所得割率 8.24％
（8.25％）

2.78％
（2.80％）

2.53％
（2.53％）

均等割額
１人当たり
25,080円
（25,920円）

１人当たり
7,800円��
（8,340円）

１人当たり�
12,840円
（12,840円）

平等割額
１世帯当たり�
17,340円
（18,300円）

１世帯当たり
5,400円
（5,880円）

賦課
限度額

年間540,000円
（540,000円）

年間190,000円
（190,000円）

年間160,000円
（160,000円）

表１ 平成29年度の国民健康保険料

表３　保険料の軽減基準（世帯の総所得金額）
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安
全
・
安
心

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 29年７月号

税
・
保
険
・
年
金

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

給
与
な
ど
）
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

∧
納
付
相
談
∨

　

火
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
、
世
帯
主
な

ど
の
病
気
に
よ
る
納
付
困
難
、
失
業
や
事

業
の
倒
産
、
廃
業
な
ど
の
一
時
的
負
担
能

力
の
喪
失
な
ど
で
納
期
限
内
に
納
付
で
き

な
い
と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
事
業
室
（
納
付
担
当
）

国
民
健
康
保
険
の 

限
度
額
適
用
認
定
証
の
事
前
申
請

　

平
成
29
年
限
度
額
適
用
認
定
証
の
事
前

申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
認
定
証
の
有
効
期
間　

８
月
１
日
～
平

成
30
年
７
月
31
日

申
込
・
問　

７
月
12
日
（
水
）
か
ら
①
保

険
証
、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
な
ど
ス
タ
ン

プ
式
で
な
い
も
の
）
を
持
っ
て
直
接
②
申

請
書・
保
険
証
の
コ
ピ
ー・返
信
用
封
筒
（
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
82
円
切

手
を
貼
付
）
を
同
封
し
て
郵
送
、
い
ず
れ

も
保
険
事
業
室
（
国
民
健
康
保
険
給
付
担

当
、
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

※
申
請
書
は
市
の
保
険
事
業
室
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

∧
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す
∨

　

新
し
い「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

＝
写
真
＝
を
７
月
下
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　

届
い
た
と
き
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日

ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

∧
保
険
料
の
納
入
∨

　

平
成
29
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
額
の
決
定
通
知
書
及
び
納
入
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
納
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

∧
保
険
料
の
軽
減
措
置
∨

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

○
均
等
割
額
の
軽
減
割
合
が
５
割
及
び
２

割
の
人
の
対
象
が
拡
充
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
前
日

に
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、

均
等
割
額
が
７
割
軽
減
に
変
更
。

○
所
得
金
額
が
58
万
円
以
下
の
人
は
、
所

得
割
額
が
２
割
軽
減
に
変
更
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

∧
自
己
負
担
割
合
の
判
定
∨

　

一
般
の
人
は
１
割
、
現
役
並
み
所
得
者

は
３
割
で
す
。

∧
減
額
認
定
証
の
申
請
∨

　

減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
）
は
、
同
一
医
療
機
関

に
通
院
・
入
院
し
た
と
き
に
窓
口
で
提
示

す
る
と
医
療
費
、
食
事
代
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
も
の
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

被
保
険
者
が
対
象
で
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
人
は
保
険
事
業
室
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎

06
・
４
７
９
０
・
２
０
２
８
）
又
は
市
保

険
事
業
室
（
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
）

介
護
保
険
料
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　

一
度
手
続
き
す
れ
ば
、
年
度
が
変
わ
っ

て
も
自
動
的
に
口
座
振
替
で
の
納
付
が
継

続
さ
れ
ま
す
。

申
込　

次
の
と
お
り

○
ペ
イ
ジ
ー
…
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
設
置
し
て
い
る
端
末
機
で
手
続
き
で
き

ま
す
。指
定
口
座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
、
口
座
振
替
依
頼
書
、
身
分

証
明
書
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
（
一
部
取
り

扱
い
で
き
な
い
金
融
機
関
が
あ
り
ま
す
）。

○
指
定
金
融
機
関
…
預
貯
金
通
帳
・
通
帳

届
出
印
・
口
座
振
替
依
頼
書
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
①
振
替
開
始
ま
で
１
か
月
～
２
か
月
か
か

り
ま
す
②
振
替
日
は
、
毎
月
末
日
（
金
融

機
関
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
③

現
在
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
人
（
特
別
徴

収
）
は
、
本
人
の
希
望
で
口
座
振
替
に
よ
る

支
払
い
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　

高
齢
介
護
室

年
金
制
度

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

∧
保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
付
∨

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の
保

険
料
（
平
成
29
年
度
は
月
額
１
万
６
４
９

０
円
）
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
基

準
額
以
下
で
あ
れ
ば
免
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
月
か

ら
２
年
１
か
月
遡
っ
て
免
除
申
請
が
で
き

ま
す
）。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
年
金
手
帳

②
印
鑑
（
申
請
者
が
自
署
す
る
と
き
は
不

要
）
③
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
写

し
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
受
給
資
格

者
証
の
写
し
（
失
業
し
た
人
）
④
本
人
確

認
書
・
委
任
状
（
第
三
者
が
申
請
す
る
と

き
）

※
申
請
方
法
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

∧
障
害
基
礎
年
金
の
現
況
届
の
提
出
∨

　

20
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

や
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
引
き
続

き
年
金
を
受
け
る
権
利
の
確
認
を
す
る
た

め
の
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
初
旬
に
年
金
事
務
所
か
ら
現
況
届

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
の
支
払
い
が

一
時
停
止
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
∧
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降

の
転
入
者
は
、
前
住
所
地
の
平
成
29
年

度
（
28
年
分
）
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で

す
∨
。

提
出　

現
況
届
を
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
に

直
接
又
は
郵
送
で
市
民
課
又
は
各
シ
テ
ィ
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

市
民
課
（
年
金
担
当
）

後期高齢者
医療被保険者証


